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ケータイ・フルブラウザー「jigブラウザ」の人気で一躍脚光を

浴びるjig.jpは、典型的な若手ベンチャー企業だ。地元である

福井を開発拠点とし、ユーザーからの要望をセンスよく実現し、

「かゆいところに手が届く」ような製品を提供し続けている。

同社の設立者で代表取締役社長を務める福野泰介氏に、ケー

タイにかける思いと将来の目標、夢についてお伺いした（26

ページの本誌特集も参照）。

株式会社jig.jpのプロフィール

●所在地　東京都千代田区九段北

●設立年月　2003年5月28日

●代表取締役名　福野泰介

●社員数　19名（2005年6月現在）

●ウェブ　http://jig.jp/

●事業内容　携帯電話を使ったアプリケーションの企画・開発・マーケティング

目 標 は グ ー グ ル 、
ア ッ プ ル 、マ イク ロ ソ フ ト

jig.jp
日本の注目ベンチャー企業
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ケータイのビジネスは

一番エキサイティングな分野

■ 取り組んでいる事業の概要をご説明

いただけますか。

●一言でいうと、「ケータイアプリを企画

開発して、一般のユーザーに使っていた

だく」というものです。その中で、いくつ

かの製品を有料で販売しています。

■ケータイフルブラウザーのjigブラウザ

が大ヒットしてますね。ケータイ以外の製

品を手がける予定はないのでしょうか。

●今のところ予定はありません。ノート

PCよりもさらに小さいケータイを非常に

多くの人が使っている状況が、非常にエ

キサイティングなんです。また、ソフトを

ダウンロードして使うことにも抵抗が少

ない。ケータイはパソコンと違って安心

だというイメージがありますし、実際にそ

う思います。ソフトをみんなに使ってもら

いやすいというのは、作る側にとっては

重要ですし、面白いと思っています。

フルブラウザーの出現は

既存ビジネスをさらに広げる

■フルブラウザーは、既存のケータイビ

ジネスを崩すかもしれないという見方も

あります。また、何でもありのPCの世界

に入ってしまうと、安全性が薄れるという

人もいますが。

●部分的に崩れるところもあると思いま

すが、全体としてビジネスは広がってい

くと考えています。フルブラウザー利用

者は、より多くの時間をケータイによるイ

ンターネットの利用に充てるようになり、

業界全体の活性化につながるのではな

いかと思っています。

また、安全性についてですが、これま

でも勝手サイトへのアクセスが認められ

ていたわけですし、PCサイトを見るよう

●福野 泰介
■ 編集部
Photo:津島 隆雄

有料ソフトにもかかわらず、その使い
勝手の良さで人気の「jigブラウザ」。
jig.jpでは、このほかにもいろいろな
便利ソフトを提供している。
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になったからといって状況が変わるもの

ではないと思っています。むしろ、メー

ルから直接サイトにアクセスできない分、

安全が高いといえるかもしれません。

■ フルブラウザーでPCサイトが見られ

るようになると、逆にケータイ用サイトを

作るというのは無意味というか、サイトを

作る側からするとケータイを意識する必

要はなくなってくるのかなという気もしま

すが、それについては。

●確かにそういう面もありますが、どち

らかというと、もっとケータイユーザーを

意識してほしいと思っています。日本の

ブロードバンド契約数は約2000万です

が、常時接続という意味では同等なイン

ターネット対応のケータイ契約数は約

7000万にも達しています。これは、今後

の通信量定額サービスの注目度から見て

も無視できない存在になってくると思っ

ています。時代に逆行するようですが、

ケータイでも見やすい軽いページ作りな

どしてもらえるとうれしいですね。

また、ケータイ用に作られたサイトは、

情報量が小さくてシンプルなものになり

ます。応答速度や操作性の点で優れて

いるので、今後見直されてくると思って

います。そもそもフルブラウザーは、ケー

タイサイトでは情報が得られない場合の

代替手段として開発したものですから。

サーバーとの組み合わせと

アプリとPCの連携で差別化

■ jigブラウザ以外にもフルブラウザー

がいくつか登場しています。また、キャリ

ア自身が標準で搭載してきたりもしてい

ます。その中で、jigブラウザを使っても

らうためのメリットや差別化というのは何

でしょうか。

●大きく3つあります。まず1つ目は、き

め細かいバージョンアップです。PC用に

作られたサイトを、ケータイで見るのはや

はり無理がありますが、そこはソフトウェ

アの工夫でできるだけ使い勝手を良くす

ることが可能です。そこを工夫の積み重

ねや、利用者の方からの要望を継続的に

取り入れていくことで、どのフルブラウ

ザーよりも便利なものにしていこうと

思っています。

2つ目は、サーバーとの組み合わせに

よる機能の強化です。jigブラウザでは、

処理負荷の高いPCサイトのレンダリング

をサーバーと分担させることで、単体の

フルブラウザーに比べ、動作が高速に、

なおかつ通信量が小さくなっています。

また、自宅やネットカフェのPCとともに使

うシーンを想定し、お気に入り情報を

サーバーと同期させることによって、PC

からそのお気に入りを利用可能にしてい

ます。このようにサーバーを経由するこ

とで、ケータイだけではできなかったこ

とを、今後もどんどん増やしていこうと

思っています。

3つ目は、その他のアプリケーションと

の連携利用です。jigでは、ケータイユー

ザーにいかにケータイを便利に使っても

らえるかという観点で、さまざまなアプ

リケーションを提案していこうと思ってい

ます。jigブラウザを核として、それらの

東京のオフィスでは主にサポートと営業スタッフが働く。ベンチャーらしい雰囲気で、部
屋には音楽が流れる。ちなみにインターネットマガジン編集部からは徒歩3分の距離。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



64 ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 09 ││

アプリケーションを連携動作させること

で、さらなる利便性を提供していこうと

思っています。

例えば、jigブラウザとスケージューラ

アプリ、メーラーなど、複数のアプリを

連動させることで可能性が広がります。

目標は、グーグル、アップル

そしてマイクロソフト

■意識していたり目標としていたりする

企業はありますか。

●目標としているのは、グーグル、アップ

ル、そしてマイクロソフトですね。

グーグルは、目的を達成するための

サービスをシンプルに提供している点が

すごいと思います。また、新しいサービ

スを次々と提供し続けているのも魅力的

です。グーグルで20%ルールというのが

ありますが、jigでも週に1日、好きに何

かを作ろうという日を決めて、その日に

作ったものを活かそう、ということをやっ

ています。そういう、開発者を盛りたてて

いくような会社にしたいと思っていますの

で、グーグルは非常に刺激になります。

アップルはブランド力ですね。グーグル

は、水や空気のようなもので、日常的にあ

たりまえのように使っていてもあまり帰属

意識というものがないと思います。もっと

使いやすいものや速いエンジンがあれ

ば、そちらを使うようになりますよね。

アップルの出す製品というのはセンス

がよくて、ファンがたくさんいるじゃない

ですか。ブランドのよさをうまく出せてい

るという点で、jigもああいう風になれる

といいなと思っています。

マイクロソフトは、多くの人に製品を

使ってもらいたいという点で目標としてい

ます。マイクロソフトがウィンドウズを

作ってくれたおかげで、多くの人がイン

ターネットを使えるようになりました。人々

がネットやコンピュータを使う新しい世界

の創造をjigでもしたいと思っています。

■会社のスローガンみたいなものはあり

ますか。

● スローガンというか jig の使命だと

思っているのは、余剰時間を創出してよ

り多く遊んでもらおうということです。社

内的にも快適な環境で仕事ができるよう

にと心がけています。短時間で働いて

しっかり遊ぶことを目標にしています。

楽しんで作っているかどうかは、使う人

にも伝わると思うんですよ。

■「jig」という言葉の意味や、それを社

名にした由来を教えてください。

●「jig」という言葉には、「テンポの速い

軽快なアイルランドのステップダンス」と

いう意味があります。アプリケーションで

最も重視している“軽快”という意味を含

み、3文字と短いので、ケータイからアク

セスしやすいというのもポイントです。

その jigを、日本発であることを主張

し、なおかつ短いjpドメインで取得して、

ドメイン名そのものを会社名として英文

登記しています。

■ 開発の拠点は今も福井とのことです

が、地元にこだわる理由は何ですか。

●私をはじめ、開発メンバー全員が福井

高専の出身で、福井高専から気軽に寄れ

るところですね。高専で特別講師として

講義をしたこともあります。

私が福井高専にいたときも、学校でわ

からなかったことをアルバイトでうまく広

げることができたという経験から、それ

を今の学生にも感じてほしいという気持

ちがあり、在学生に経験の場の提供など

も行っているのです。

それと、プログラマーってあまり日の目

を見ることが少ないですが、世の中を変

えるものを作る能力を持っているのはプ

ログラマーなんですよ。それを活かす機

会を、インターンやアルバイトでつかんで

ほしいなと思っています。

■将来の夢は何でしょうか。

● 人がコンピュータを使う際ののイン

ターフェイス、入り口に当たる部分に、

jigを使ってもらうというのが設立当初か

らの夢です。

今後さらにインターネットで提供される

サービスは多様になってくると思います。

ただし、複雑になっては使ってもらえな

いので、そこをシンプルにした製品を提

供して多くの人に使ってもらいたいと

思っています。

■ありがとうございました。
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